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令和５年度全建賞  推  薦  調  書 

 インフラ整備の事業又は施策の部（インフラの部） 

 
ふ   り   が   な    はが・うつのみやえるあーるてぃーじぎょう 

1．事業(施策)の名称 芳賀・宇都宮ＬＲＴ事業 

2．事業(施策)実施期間  平成３０年 ３月２２日  ～ 令和 ５年 ８月３１日 

3．事 業 費 (工 事 費 )     ６８，４００ 百万円 

4．キーワード  ＬＲＴ，路面電車 

5．事業概要 

芳賀・宇都宮ＬＲＴ事業は，宇都宮市東部地域と隣町の芳賀町の東西基幹公共交通として，都市拠点である中心市

街地のＪＲ宇都宮駅東口から東部地域の産業拠点である清原工業団地と芳賀・高根沢工業団地を結ぶルートを優先

整備区間として整備に取り組んだ。 

 

6．アピールする事業又は施策の「手段」と「秀でた成果」 

ハード or ソフトの分類 

：該当する方に○印 
① ハード面 に秀でた事業 ② ソフト面 に秀でた取組 

アピールする 

１）「手段」 
 

（d）その他 

（ ） 

（ ） 

（ ） 

（a）住民参画（ワークショップ等） 

（b）行政と住民・企業・学識者等との協働 

（c）情報発信 

（ ） 

アピールする 

２）「秀でた成果」 

 

（a）当該事業による本来目的の効果 

（e）良好な景観形成の実現 

（g）バリアフリー・ユニバーサルデザイン

の実現 

（h）省エネルギー 

（a）当該取組による本来目的の効果 

（f）地域の活性化 

 

 

 

 

7．特にアピールしたい点 

ＬＲＴの特徴として，「定時制」や「速達性」，「環境負荷の低減」や「乗降性」などがあるが，芳賀・宇都宮ＬＲＴの需要

は通勤・通学が多いことから，「速達性」は計画段階から重要な課題であった。 

「乗降性」を損なわないよう，極力停留場では道路と平面交差とする一方で，「定時制」や安全のため道路を横断する

場所や，鬼怒川周辺の河岸段丘の区間では高架化することとしており，全区間１４．６ｋｍのうち３．９ｋｍが高架区間

となっている。 

 用地取得や高架構造物，軌道や電気設備など，全て工程を平成３０年６月から令和５年３月までの５ヵ年で整備する

という，スピード感をもって事業を行った。 
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8．事業を代表する写真及びキャプション 

 
 

 

9．事業内容・添付資料 
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9．事業内容・添付資料 

 

 

 


